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資料1-1

資料1　　　　　自閉児の特性

わたしたちは,先行文献を参考に,本校の自閉児たちの生活の姿から,その特性の幾つかを以下

のようにまとめた｡わたしたちは,これらの特哩に直接的に勘き掛け改善を目指すのでなく,特性

を認めたり,考慮したりしながらアプローチの方法を探っていこうと考えている｡

○相手の気持ちや立場を理解することが難しい○ 

自閉児は相手の気持ちや意図が分からないために,相手と相互的な関係を築くことが苦手で

ある｡そのため,社会のルールやマナーから外れた言動をしてしまうことがある｡

これは　Baron-Cohenが指摘する自閉児の｢心の理論の障害｣に深く関与していると思われ

る｡つまり,自閉児は｢○○さんは,今00と考えているだろう｣というように,他人の心の

状態を想定することが非常に難しい｡

(例)　クラスの友達がしかられているのに,ケラケラ笑っている｡

(例)　暑い日に,周囲にいる知人を気に止めることなく,自分の分だけ冷蔵庫から出して

ジュースを飲んでいる｡

○話し言葉がコミュニケ- �5h8�98,ﾈｴ�Eﾈ/�惠+ﾘ+X,�*ﾘ*&��

自閉児ti,単語の意味するものが分からなかったり,会話の流れや文脈を感じ取ったりする

ことが難しいために話し相手と意味を共有しづらい｡また,身近な人でも話し言葉で意思を伝

えることが難しかったり,相手に伝えることを憲図していないように思われる硬い方も見られ

たりする｡

(例)　｢弟の名前は?｣の問いに｢弟の名前は｣と繰り返す｡

(例)　場にそぐわないときに突然,コマーシャルのキャッチコピーを言い出す｡

○同時に幾つものことを考えるのが難しいo 

物事を全体的に見たり,多くの情報から必要な情報を取り出したりすることが難しいため

に,一つのことにこだわってしまったり,いろいろなことに気が散ってしまったりする｡

(例)　部屋全体の掃除をするのに, -か所の汚れが気になって,そこがきれいになるまで

は動けない｡

(例)　電話をしなから,相手の名前や用件をメモすることができない｡

○　聴覚に対する視覚優位

聴覚からの構報は消えてしまったり,抽象的であったりするために自閉児にとってうまく判

断･選択しにくい面がある｡しかし,視覚からの情報は,残りやすく,また具体的であること

などから個人差はあるものの聴覚からの精報に比べ判断･選択しやすい｡

(例)　道順,カレンダー,電話番号などを覚えるのが得意である｡

(例)　言葉で｢りんごとバナナのどっちが好き?｣と聞かれ選択できなくても,具体物な

ら好きな方を選ぶことができる｡
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資料2　　　前回の研究内容の概要

1　教師のかかわり方

前回の研究でわたしたちは自閉児と相互理解を深めていくためには,自閉児が苦手とする人と

のやり取りの経験を積み重ねる中において情動的なっながりを持てるようにすることが大切であ

ると考え,かかわり手であるわたしたち教師の基本姿勢を下記のように整理した｡

○　子供に気持ちを向け.子供の気持ちを感じ取る

見える形で現れた行動のみに目を向けるのでなく,子供の気持ちや意図を子供の立場にな

って感じ取ろうとする態度を持つ｡

○　積極的に鋤き掛ける

自閉児の言動は意味が理解しにくいため,つい適切なかかわりを怠りがちになる｡子供た

ちの興味･関心のある事物･事象を媒介にわたしたちの側から積極的に働き掛け,かかわり

方を少しでも幅広いものにし,人への関心や人とかかわることへの興味を引き出していく｡

また,その中で｢待つ｣という姿勢も大切にし,過度に侵入的にならないようにする｡

○　子供に合わせる

子供と同じ場を共有しようという姿勢を持ち,子供の気持ちの変化に声や動作のリズムを

合わせたり,子供の意図が達成されるようにかかわったりと,子供のわずかな反応も見逃さ

ずにそれに合わせていく｡

○　信頼される存在になる

子供たちにとって｢重要な他者｣という存在になる｡そのためには,子供から感じ取った

ことに対して敏感に反応を合わせ,やり取りの経験を膨らませていく中で,子供たちに｢自

分はこの人に受け入れられている｣と感じさせることが必要である｡

2　子供の意思伝達の力を高める

自閉児自身の気持ちを伝えようとする力を高めることも必要であると考え｢意思伝達の力を高

める｣ための手だてを探った｡その中でわたしたちは,自分や他者についての理解を深めていく

｢社会的認知｣の発達を促すこと,自閉児が自分の気持ちを伝えようとする｢意思伝達の意欲｣

を高めること,自閉児を取り巻く環境を,子供たちの理解力に合わせ,分かりやすくすることの

三つが重要であると考えた｡
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資料3　　　自閉児にとってのQOL

1982年の国際障害者年以来,わたしたちの社会ではノーマライゼーションの考え方が浸透してき

ている｡障害児･者の生活者としての主体性を確保すべく｢生活させる人｣から｢生活する人｣へ

という自立観の大きな転換を示したものである｡

また,その考えとともに近年,彼らの生活の質,あるいは人生の質(Quality Of Life)が問わ

れてきている｡これは1950年にアメリカにおいて政治的スローガンとして作られた用語に端を発

するといわれているが, 1970年代になって, ｢一人の人間の生活全体,生涯にわたっての真の豊か

さを求める｣意味として,医顔や福祉分野で注目されるようになってきた｡

現在,知的障害者にとって,一般的にQOLを考える際,大事な要素として次のような領域を挙

げていることが多い｡

①　生活のリズム　-　職場,施設,青年学級など一定時間携わる鋤く場,行く場所があるこ

と｡

②　労勘生活の質･･･職種が重労勘,危険でない｡給与,労勘時間など労駒条件が適怪であ

る｡障害者への配慮がある｡

③　余　暇活動　-　趣味･運動などをできる揚があり,そこに仲間がいて,受け入れても

らえること｡

④　施設生活　-　管理･監督が必要最小限である｡個別ニーズに応じた対応がある｡プ

ライバシーを尊重する｡意思を尊重すること｡

⑤　人　間関係　-　家庭･職場などにおいて本人が受け入れられ,話し相手や相談相手が

あり,情緒が安定する豊かな人間関係がある｡

さらに,山田は｢質の高い生活とは　量･質ともに一定以上の生活環境を保っとともに,生活者

の満足感･充実感･生きがいとかがバランスよく調和された生活を言う｣ (1996)と述べ,生活し

ていく上での気持ちの充実が大事であることを指摘している｡また柚木も障害児･者の社会適応に

ついてQOLの視点から｢ただ,日常生活の技術や能力を付けていくのではなく,子どもが楽しみ

つつ生活転大をはかる｡指導･強制されるのではなく,自分たちのできることを自分たちで決定す

る｣ (1996)と生活者としての主体性を大事にすることを述べている｡

わたしたちは,これからの時代を生きる自閉児たちにとって, 『毎日の生活が楽しいと感じるこ

と』と, 『自分で判断･選択して主体的に生活すること』は大切なことであると考える｡ただ,自

閉児の場合.障害の特性として,周囲の状況を的確に把握したり,自分の気持ちを相手に分かるよ

うに表現したりすることが苦手なので,自分の思いのままに過ごすような,ある意味での｢主体的

な生活｣が必ずしも｢質の高いよりよい生活｣になるとは限らない｡やはり,周囲の人がその特性

に応じたかかわりを工夫するとともに,その子の力を高めていくことも必要と考える｡
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資料4　　　　　意思伝達とは

O　｢意思伝達｣とは

げ特殊教育語学校学習指導要領解説一養護学校編(滞神薄弱教育)編-』によると,養護･訓

練の五つの柱の一つである｢意思の伝達｣の内容は以下のとおりである｡

意思の伝達 

(i)意思の相互伝達基礎的能力の習得に関することo 

(2)言語の受容.表出能力に関することo 

(3)言語の形成能力に関することo 

(4)意思の相互伝達の補助的手段の活用に関すること○ 

このように, ｢意思の伝達｣とは｢受容｣と｢表出｣の両面があるということを明確にしてい

る｡また, ｢コミュニケーションの相手を意識し,場に応じて適切に意思の相互伝達を行う｣と

いう観点からこれらが示されており,その中には,障害の程度に応じ,様々な方法を用いて相互

に意思を伝達し合うという内容が含まれている｡

このようなことから,わたしたちは｢意思伝達｣を, ｢相手の意思を受け止めるとともに,自

分の意思を相手に伝えること｡ ｣すなわち, ｢受信｣と｢発信｣の相互的な作用としてとらえて

いくことにした｡また,わたしたちは｢意思伝達｣とは,話し言葉に限られるのではなく,例え

ば,視覚障害者が点字を用いたり,聴覚障害者が手話を用いたりして相手と意思を伝え全うな

ど,表情,身振りを含めたあらゆる方法を用いて行われるものと考える｡大切なのは,その子供

にとっていかに分かりやすく,伝えやすいかということであり,子供が相手と伝え合いたいとい

う意欲を持ったとき,その方法を用いて伝え合うことができるということではないだろうか｡し

たがって,一人一人の子供の理解に応じた伝え合う方法を探っていくことが必要であると考え

るo
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資料5 ｢意思伝達の力｣の基礎となるもの

わたしたちは,自閉児の｢意思伝達｣の基礎となるものについて,自閉児の意思伝達上の課題か

ら整理していくことにした｡

見通しを持つ

わたしたちは　授業中,教師の話を聞いている様子もなく,ぼんやりしていたり,イライラし

て離席を繰り返したりしている子供を見掛けることがある｡しかし,わたしたちは,自閉児が

｢教師の話を聞きたくない｡ ｣ , ｢活動に参加したくない｡ ｣からではなく, ｢教師が何を言っ

ているのか分からない｡ ｣ , ｢何をすればよいのか分からない｡ ｣または, ｢この活動がいっま

で続くのか分からない｡ ｣からであると考える｡このように自閉児は,一日の生活の流れや活動

内容に見通しが持ちにくいために,自分が今柵をすればよいのか分からずに困惑してしまった

り,不安定になってしまったりして,主体的に活動できないことが多い｡また,そのような状況

の下では,他者の鋤き掛けも予測不可能なものであるために,受け入れられないことも多いと思

われる｡さらに,場面や状況の意味が分からないために,相手の立場や伝えたいことを理解する

ことも難しく,意思伝達が必要な場面で相手に伝えられなかったり,相手の言っていることが分

からずに,十分にやりとりできなかったりするのではないかと考える｡

そこで,自閉児に｢今,何をすればよいのか｣という見通しを持たせることで,情緒を安定さ

也,落ち着いて相手のかかわりを受け入れられるようになるとともに,場面や状況の意味が理解

できることで,相手の立場や意図が理解できるようになると考える｡更に見通しを持たせること

で,自閉児が自分で考え行動できるようになり,そのことは,主体的な伝え合いにもつながって

いくのではないだろろうか｡

伝え合う相手を意識する

わたしたちは,一人でいることを好んで鋤き掛けられるのを避けたり,人に伝えるよりも先に

行動に移してしまったり,また,自分の関心のある話題だけを他者に話したりする自閉児の姿を

見掛けることも少なくない｡これは,自閉児が,人への関心自体が話薄で,他者の存軽や感情を

認知することが難しいからであると考える｡このようなことから,自閉児の意思伝達の力を高め

るためには,伝え合う相手を意識させる指導,人との関係を育てる指導が大切であると考える｡

対人関榛の障害が重篤な自閉児であっても,人とかかわりたいという気持ちは育てていけるもの

と信じ,人とかかわり合う中で.相手を意識したり関係を深めたりすることができると考える｡

そこで,わたしたちは,自分や他者についての理解である｢社会的認知｣に視点を当て,その発

達を促すために,子供が｢人｣や｢物｣に対して興味を広げ, ｢物｣を媒介にして大人と様々な

関係を持つことができるようになる前言語的コミュニケーション段階に学び,共同注意,模撒,
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やりとり遊びを促す必要があるのではないかと考えた｡

伝え合う方法を理解する

自閉児も,相手の働き掛けに対して何らかの反応を示したり,要求場面において,相手に自分

の意思を伝えようとしている｡しかし,相手の言っている話し言葉の意味が分からずにエコラリ

アを繰り返したり, ｢外で遊びたい｣ということを伝えたいのだが,伝え方を知らないために,

パニックや自傷を引き起こしたりというような様子を見掛けることが多い｡そこで,わたしたち

は,話し言葉に限らない一人一人の子供の特性を生かした伝達手段を探り,それを子供に獲得さ

せていくことで　自閉児も相手の伝えたいことを理解しやすくなっため,自分が伝えたいことを

相手に伝えやすくなったりするのではないかと考えた｡そのことは,自閉児の相手と伝え合いた

いという気持ちを引き出し,.いろいろな場面においても相手と伝え合うことを可能にしてくれる

と考える｡ところで,前に述べたように｢意思伝達｣には｢受信｣と｢発信｣の両面がある那,

自分から頻繁に話し掛けてくる子供であっても,逆に話し掛けられると適切に答えられないとい

うように,自閉児は｢受信｣と｢発信｣が不均衡に発達すると言われている｡したがって,子供

にとっての｢分かりやすさ｣ ｢伝えやすさ｣の二つの側面から,伝え合う方法を探っていきたい

と考える｡
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資料6　　　　　見通しを持つ

1　スケジュールを理解させる

わたしたちば　これまでも時間割や日程,週の行事等を提示してきており,一日の流れや行

事について見通しを持たせるようにしている｡しかし,自閉児は特に,時間の概念を理解しに

くかったり,記憶しにくか'1たりするといわれている｡また,言葉に対する理解もそれぞれ異

なっている｡そこで,より一人一人の子供に応じたスケジュールを提示していくことが必要で

あると考え,個別のスケジュール指導を行っていくことにした｡ここでは,具体的な指導の手

だてについて述べていくことにする｡

犀掛かりi

(例)次は｢体育｣の授業であることを理解させる｡

圏図　画

8:30更衣

a:00割の金

持0催育

(具体物)　　(絵･写真カード)　　　(文字カード)　　　　(予定表)

匪重罰

(例)次は着席して勉強するということを理解させる｡

子供が見やすい

≡:策_蓋: +
る｡

[亘]

※　所定の場所に置く

具体物やカード

を持って活動場所

に移動する｡

自分で

チェックする｡

冒 ���7-く ���金 �7停�日 

ワ �,r� 乂r�YB� �6ﾘｷ械�碕 

7.. 7 ��ｲ��+｢�}��仄��糾 

(次の1つの活動だけ)　　　　　　(半日)　　　　(一週間)
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2　-つの活動の内容を理解させる　　　　　　,

一つの活動の内容を理解させることについて,学校と家庭という2つの生活場面において指

導を行ってきた｡学校においては,中心的な活動である授業場面と,毎日の繰り返しが多い基

本的な生活習慣の場面において取り組んできた｡また,家庭においてば,自閉児がただ受け身

的に暮らすのではなく,家嬢の一員としての何らかの役割を担ってはしいということから,お

手伝い場面と,卒業後は現在以上に余暇活動が重要になってくると考え,自由時間の活動につ

いても取り上げてみた｡具体的な指導については,以下のとおりである｡

ど 唸ｨ�:��ｨ�/�ﾘ*傀ｨ,佇�-�.����

し.一 で 唸ﾜ���,�ｩ�ﾈ自�ﾈ,ﾈ��ｹ�,ﾉkﾉ��.(7ﾘ�ｸ4�/�WH*�,H*�*ﾖ��

価 杏 唸��ｹ�,ﾈｻｹj�隴i�8.(攣�に]ｸﾎﾈ�(,ﾈ6ｨ�ｸ5�,��+h,Hｨ�:�/�w��8+x.��ｲ�

･活動のレパートリーの中から,写真や具体物等の手掛かりを基に活動を選択する場 

面を設定するo 

･活動が始まる前に活動内容を明示する｡ 

･習慣化できることについては,毎日同じ時間に行うようにする○ 

･一目見て何をするかが分かるような教材.教具を工夫する○ 

･学習材料は-か所にまとめてかごや箱に入れ,マークを付けておくようにしてその 

マークを手掛かりに自分で活動の準備ができるようにする○ 

･発間する際は,子供が分かりやすいような視覚的な手掛かりを添える○ 

･活動への集中を妨げないように,環境を整理する｡ 

ど 唸ｨ�:�,ﾈ訷�/�ﾈ�-�.��ｲ�

の 唸ｨ�:�,ﾈ訷�/�訷�Uﾈ,X麌+x.h*H,�+x.��ｲ�

よ 唸ｨ�:�,ﾉzﾈ.ｨ/�(ﾛh*�.x濃:(�8*�.x妛8,h*(*H.b�*H,�ｩ.�,�+x.��ｲ�

ラ に 唸自mｨﾊ�,H,x,ﾈ.h*H,�+x.�,ﾈ*�*ｩZｨ*�.な��ｹ�*ｨ,X*ｸ.�+�*�Y�ﾉ4�,乖�:�,X*ｸ.�.h*B�

な一人一人の子供に応じた教材.教具を工夫する○ 

ど 唸��ｹ�,��+h,H鳧ﾇh.(5�487ﾘ�ｸ/�ｨ駅�+x.薬�

の 唸*�+(,ﾉ(h,ﾈﾝ驅�*ｨ,�*ﾘ,�,�+ﾘ.x�.ﾘ.�,�+X+ﾘ.な,X*ｸ+ﾙZｨ+�*�5h�ｸ8ｸ,�,x/�,ﾘ.盈｢�

く 儷x-ﾈ,X*�,h,x.ｨ*ﾘ.x*(*�*ｩZｨ*�.�.h*H,�+X+ﾘ.�+X,Bﾈ雕ｦ�4�,稲逢ﾈ*�.�/�ｮ�,倡�ｹ�*｢�

ら い �(�.ﾘ.�8-ﾈ,X,ﾈﾊ�,ｨ+X*ｩyﾘ��,X*ｸ.�.h*H,�+x.薬�
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資料7　伝え合う相手を意識するために

○　共同注意について

･ブルーナ- (1983)は,共同注意の段階を, (D母親が興味のある物などを提示し,子供の注

意を喚起する段階,- ②8-10か月ごろ大人が見ている物を子供も見ることができるようになる

段階, (り子供が自発的に指さし,提示などの身振りや発声によって,他者の注意を喚起できる

段階という三つに分け,初期の言語獲得に重要な役割を果たしていることを指摘している｡

長崎(1996)は,アイコンタクトから母親の視線を追う追随注視が成立し,その結果共同注

意が成立することを述べ　アイコンタクトや共同注意によって子供は人｡物の関心対象世界を

拡大し,対人認知や言語獲得のための重要な基盤を形成するとしている｡

○　模倣について

･　ピアジェ(1962)は, ｢他人が摸徴すると乳児の注意と身体の動きが増加する｡ ｣と述べて

いるが,自閉児の場合でもその行動を模徹してみたところ,社会的応答性(触る,見つめる,

音声ジェスチャーなど)と集中が増加を示すという(ド-ソンら, 1984) ｡自閉児の表情,発

声などの模徹や同じおもちゃを使っての同時並行模緻などは,自閉児にとって予測しやすい反

応であり,注意行動を促すものとなる｡また,自閉児の行動を模緻することは,自閉児が相互

作用を開始する立場に位置することになるので,他者とやり取りを経験するよい機会となる｡

○　やり取り遊びについて

･　ボブソン(1989)は, ｢相互的な対人関係を通じた人は初めて自他の世界の区別を認識する

ことができる｡大人を初めとする他者とのやり取り遊びを交わす過程で,他者を意識し,他者

を通して自己なるものを自覚する｡ ｣と言っている｡

○　社会的認知について

･　自閉的人々に見られる行動パターンを説明しようとする最近の試みによれば,言語とコミュ

ニケーションの障害も結局は,その根底にある社会的認知の障害の反映にはかならない｡この

前提に立つならば　介入は表層的行動を抜うだけでなく,根底にある問題にも立ち向かわなけ

ればならない｡換言するならば　臨床家は,言語学習の基礎となる社会的認知能力にねらいを

定めて,その育成に重点的な努力を傾けるべきである｡社会伝達的な基礎の育成をおろそかに

して,言語や話し言葉をただ教え込もうとするのは長い目で見れば決して賢明な策ではない｡

基礎技能の育ちがなければ,真の意味でのコミュニケーションの発展は達成されがたいのであ

る｡
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資料8　自閉児の伝達手段の選択の目安

話し言葉を有していなかったり,たとえ有していても伝達手段として有効に使えなかったりする

ことが多い自閉児のコミュニケーションを考えるとき,一番表現しやすい伝達手段を兄いだして,

その使.い方や使う場面を指導したり,現在有している話し言葉を場面に応じて適切に指導をしたり

するごとが大切になってくる｡そこで具体的にどのような手続きや方法で指導をしていけばよいか

を考えてみたい｡

◆衰　　　　伝達手段の選択の目安

- �� �� ��≡…確言言 �� 

※実物を使って示す ①実物.動作攣,し謙諾整 どの直接的行動 劔勍物に何らかの関心を示し,物を機能的に用いるo 
･人にある程度関心を持っている○ 

②絵.写真 劔勍絵や写真に興味がある○ ･絵や写真の表す意味を理解できる(絵や写真と実物の 
マッチングができる)○ 

③サイン 劔勍ある程度,動作模倣ができる○ ･動作とその動作の意味を理解できる○ 

④文字 劔勍書かれた文字.単語の意味が理解できる(文字.単語 と実物のマッチングができる)｡ 

⑤話し言葉 劔勍話し言葉を持っている○ ･エコラリアがある○ 

上の表はE･ショプラ-らのコミュニケーションシステムを参考にしたものである｡ (D～⑤は厳

密ではないが順序性があると思われる｡わたしたちは,話し言葉のような目に見えず,意味付けが

難しいものに限らず,できるだけ彼らの能力を十分に発揮できるような伝達手段を兄い出し,まず

は信頼関係を大切にしながらしっかりと受け止めて,自閉児に伝わったという喜びを十分味わわ

也,その経験を積み重ねていくようにしたい｡

例えば子供がジュースを飲みたい場面で考えてみよう｡ ｢ジュース｣と言えなくてもコップを相

手に持ってくることを教える｡これができれば①のコップは気持ちを伝えるために非常に有効な手

段になると言える｡更に①だけでなく, ②の提示された水とジュースの絵カードの中からジュース

を選ぶ,などいくつかの伝達手段を流れの中で同時に使わせることで,より確実に相手に伝わるよ

うになる｡動作の意味を理解できる子供であれば　①と③｢ちょうだい(欲しい) ｡ ｣のサインを

添えることも可能である｡

また自閉児の中にはエコラリアがある子供も多いので,それを有効に使ってみてはどうだろう

か｡ ｢ジュース｣と模倣させたり, ｢ジュースをください｡ ｣という話し言葉を大人がその都度添

えて渡したりして,言葉を意識させたい｡子供によってはそれを繰り返すことで｢ジュース｣と発

語できるようになったり,大人が｢ジュースを･-･･｣と言うと続けて｢ください｣と言えるように

なったり,と話し言葉によるかかわりもできるようになる｡この場合も流れの中で①と同時に使う

ことで,伝わる確実性が増してくる｡

より多くの人に分かりやすい伝達手段へと高めていくことも考えながら,状況に合った効果的な

伝達手段の獲得を目指していきたい｡また-種類以上の手段を学習できる子供には,より伝えやす

くするために,いろいろな伝達手段を同時に使わせていきたい｡
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資料9　　指導場面を考える際の視点

効果的な指導を展開するために

*　自閉児が自発的に伝えてくるときの場面に着目する｡

日常生活の中で自閉児が自発的に伝達してくる場面はないか親察し,その場面を使って指導

する｡どんな意図や目的があって伝達しようとするのかを見てみると,自閉児の場合, ｢要

求｣が多いようである｡したがって要求場面を使って指導を始めるのが子僕にとって受け入れ

やすいと考える｡

◇　自閉児の興味･関心があるものに視点を当ててみよう｡

①　好きな(食べたい)食べ物は阿だろう?

-ラ ｢スプーンを持って『ア-』と言ってるけe',ごほんが食べたいのかな｡それともハン

バーグが食べたいのかな｡ ｣

②　好きな(したい)遊びは珂だろう?

-ラ ｢K君が嬢に座ってきたけれど,わらべうたを歌ってほしいのかな｡それともくすぐって

ほしいのかな｡ ｣

｢帽子を持って『アッ』と言ったけれど, S君,外に行きたいのかな｡プレイヤードを指

さしてくれると分かるんだけど｡もしかして,校庭に行きたいのかな｡ ｣

③　支援してほしいことは何だろう?

-→ ｢I君から手をつかまれたけれど-,この牛乳にストローがさせないのかな｡それとも牛乳

を飲みたくないのかな｡ ｣

*　伝達が必要な場面を意図的に設定する｡

①　欲しいものを獲得しようとする行動を一時駒えたり,進行中の行動を一時抑えたりして,

要求を伝えてくるのを待つ｡

《具体例〉

･　いっも読んでいる絵本を,わざと手の届かない棚の上に置いてみる｡

･給食時間子供が一入でお代わりをしようとするとき,一旦止めて皿を持ってくるように

させたり,教師の｢ください｣の言葉に合わせて手を取って一緒にサインを教えたりす

る｡

②　自分の意思を明確に表せるように,日常生活のあらゆる場において,幾つかの選択肢の中

から自発的に選ぶ状況をつくる｡

《異称例》

･　ビデオが好きな子供に,二つのビデオを提示して見たい方を選ばせる｡

･毎日の買い物の中で,食べたい方のお菓子,あるいは野菜を選ばせる｡

･子供が苦手とする学習の後に自由時間を設定し,活動前にスケジュール表の中に自分が

したい遊びのカー章を選んではらせるようにする｡
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資料10　意思伝達の場面や対象を広げる

1　家　庭　生　活

家庭は現在,そして,将来にわたって子供たちの生活の基盤となる場所であり,また,家族

とのかかわりを通して,伝え合う関係の基盤が作られる場でもある｡わたしたちは,自閉児が

家庭の中で受け身ではなく主体的に活動し,家族と楽しくかかわっていくような生活を送って

ほしいと考えている｡しかし,自閉児の中には何をするでもなく指示待ちになってしまった

り,家族に自分の気持ちがうまく伝えられなかったり,こだわりや奇声といった行動のために

家族との関係がうまくいかなかったりしている子供も少なくない｡わたしたちは,自閉児が自

分の気持ちや必要な事柄を伝えられるようになることで,家族の中で気持ちの安定を図ること

ができるとともに,より主体的に活動することができるのではないかと考えた｡また,自閉児

が家族に意思を伝える際には,自閉児が自己選択したり,自己決定したりしていく場面を設定

することも大切である｡特に,電話やメモが利用できるようになることは大変便利であり,保

護者との話し合いでも話題にあがることが多い｡そこで,電話やメモを用いて,必要な事柄を

伝えたり,話題を広げるための手掛かりにしていくことも必要であると考える｡以下は具体的

な指導例である｡

○　自分の気持ちや要求を伝える｡

･ドライブに行きたいときに,車の写真カードを提示する等,子供に応じた伝達手段を

用いて伝えるようにする｡

･幾つかの選択肢から自分で選ぶようにする｡週末に行きたい場所を写真カードで選ぶ

等,選択するための情報を与えるようにする｡

○　必要な事柄を伝える｡

･外出先から家に電話し,居場所や帰る時間を知らせる｡外出するときは,家の電話番

号を書いたカードを携帯し,確認しながら番号を押すようにする｡また, ｢○○にいま

す｡今から帰ります｡ ｣など伝える内容を決めておくようにする｡

･家族の留守中,電話や来客の伝言を聞くときほ, ｢だれから｣ ｢だれに｣ ｢どんな用

件で｣という枠を作ったメモを用意しておき,そこに記入するようにする｡

○　学校や職場であったことを伝える｡

･学校や職場であったことをメモや日記に書いておき,それを見なから話をするように

する｡

2　地　域　生　活

自閉児の余暇を含めた将来の生活を考えると,家庭や職場等の限られた人だけでなく,積極

的に地域に出掛け,様々な社会資源を活用しながら,いろいろな人とかかわっていくことが大

切であると考える｡しかし,場面や状況の意味を理解するのか難しかったり,話し言葉が伝達

手段として機能しにくかったりする自閉児にとって,日ごろあまり接していない相手との意思

伝達には,いろいろなっまずさの要因があると思われる｡そこで,自分の意思を伝える際にお
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いて,より多くの人に理解されやすい伝達手段を持っていたり,場面に応じた対応の仕方を身

に付けていたりすることが必要であると考える｡また,自閉児は自分の行動が周囲に及ぼす影

響を想橡しにくいためしばしばその行動が,社会の中で受け入れられないものとしてみなされ

てしまうことがある｡したがって,社会のルールについても教えていくことが必要であると考

える｡以下は具体的な指導例である｡

○　余暇活動を楽しむ｡

･余暇活動において,交通機関や公共施設(図書鰹,水族館) ,ファーストフード店,

レストラン,レンタルショップ等を利用する｡

･お金の価値が理解できていない場合は,必要な金額をカードでマッチングさせたり,

お札を出しておつりをもらうような習慣を付けたりする｡

･商品名やサイズ,数量等必要な事柄を書いた注文カードを提示するようにして,買い

物や食事ができるようにしていく｡

○　社会のルールを理解する｡

｢～をしてはいけない｡ ｣でなく, ｢それでは何をすればよいのか｡ ｣ということを

示すようにする｡

･社会のルールについては,早い段階から適切な行動の仕方を教えていくようにする｡

3　職　場　生　活

現窪, QOLとともに,障害者のQOWL (Quality of Working Life撒く生活の質)那

問われてきている｡これは,障害者が他者とともに生き生きと勘く姿を目指していくものであ

る｡自閉児もまた,賃金の有無にかかわらず,何らかの形で鋤く生活に従事していくことにな

る｡わたしたちは,自閉児がただ与えられた仕事をこなすだけでなく,勘く喜びや楽しさを感

じながら,生き生きと勘く生活を送ってほしいと考える｡一般に自閉児は,見通しが持てる慣

れた活動であれば,丁寧に集中して取り組めることも多い｡しかし,一方で作業の材料がなく

なってもぼんやりしていたり,いっまで作業が続くのか分からずにイライラしたりしている姿

も見られる｡そこで　まず,自閉児が作業に見通しを持つとともに,周囲の人の指示を理解し

たり,必要なことを周囲の人に伝えたりすることで　落ち着いて作業に取り組むことができる

ようになり,勧くことの達成感や満足感を味わい,自尊心や生きがいにもつながっていくので

はないかと考える｡また,あいさつや返事という基本的なマナーを身に付けることで,鋤く場

での人間関係をより良いものにしていきたい｡以下は具体的な指導例である｡

○　必要な指示を理解する｡

･ ｢どこで｣ ｢何を｣ ｢どのように｣ ｢どのくらい｣という情報を子供の理解に応じて

視覚的な手掛かりとともに伝え,作業への見通しを持たせる｡

○　必要な事柄を伝える｡

･必要な場面で, ｢終わりました｡｣ ｢材料がありません｡｣ ｢休ませてください｡｣

｢手伝ってください｡ ｣という事柄を相手に伝えるようにする｡

･話し言葉での意思伝達が難しい子供については,自分から伝えやすいように身振りで

示したり,具体物やカードで提示したりする等,伝えるための方法を獲得させる｡
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0　あいさつや返事をする

｢おはようございます｡ ｣ ｢ありがとうございます｡ ｣ ｢お獲れさまでした｡ ｣等の

あいさつや返事をする｡初めは,エコラリアを活用し,あいさつや返事をする場面が理

解できるようにしていく｡
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資料11　コミュニケーション･サンプル

コミュニケーション･サンプルは,子供の現在のコミュニケーションの様子を知るために実施す

るもので,言葉をコミュニケーションの機能としてうまく用いられなかったり,身近な人にも自分

の意思を伝えにくかったりする自閉児が, ｢誰に｣ ｢何を｣ ｢どのような方法で｣伝えようとして

いるのかを分析し,指導に活かそうとするものである｡

相手に伝えることを意図して発せられた言動を記録し,それらについて複数の人間で分析する｡

○　実施に当たって
･それぞれの生活場面での様子を知るために,学校,家庭などで指導開始時に記録する｡

･分析の際の参考になるので, VTRで記録しておく方が良い｡

○　分析の観点
･何を怯えようとしているのか｡

･　どんなコミュニケーション手段を用いるか｡

･　かかわろうとする相手は誰か｡

･話題はどんなことか｡

記　　入　　例　　　　　　　記入者( 00 )

氏名 �����平成〇年〇月〇日 亢�Eﾂ�

所見 唳6�ｨ鳧*�.rﾈｸｹ��-ﾈ,X,ﾈﾋ�:�/�ｴﾉ�+X+ﾘ�ｲ�佶ｲ�要 求 �(ﾒ�脂 杏 ����k��悼 ����感 丿��
情緒的には安定していた｡ 剞} 不 明 刪ﾓ 喚 起 劔_��.r�ｹ��報 請 求 ����Uﾂ�nr�用 請 

場面や状況 剴咩ｮ 

①朝,教室に入る時に担任 の方を向いて 劼おはよう｣ �� �� �� �� ��ｲ�

②休み時間に棚の上におい 剋閧�ﾂかんで,棚の ��○ �� �� �� ��

てある絵本に気付き,それ を担任に取ってはしくて 剳福ﾖ引っ張っていく○ 

○　機能について

意図不明 �ﾘ*亅8*h.h*H,h+X,H*(.�*｢ﾈ�9�ﾘ/�<x-ﾘ竧.�+�,h*ｨ,X*ｸ,�*&��

要求 佰ﾈ*�*ｩw�+X*&�*�.�*(,ﾘ巉*�/�+X+ﾘ*(,h*(*Iwhｸ��ｲ�

注意喚起 俾兒ｨ,亊i�8.)(ﾘ�8/�ﾏﾈ*�.h*H,h+x.�+�,fR�

拒否 ��ｨ訷,ﾉwhｸ�/�ｹ�Mｸ+Rﾈ+ｸ.ｨ,h,h.�,�9i�.)W8��/�麌+x+�,h�ｲ�

説明 俾兒ｨ齷�x.)�ｨ訷,ﾈ+�,bﾉ<�.�,ﾉZ�.(�8ｻX,�,(*(,I&ﾘ.x+�+ﾘ.に_�ﾙ�+X+ﾘ.�+x.�+�,h�ｲ�

情報提侯 俾兒ｨ*ｩ&ﾘ,�,H*(.�+�,h,Rﾉ�ｨ訷*ｨ-ﾈ+�&ﾘ.x,�*(,X*�.ｸ*H+�,h/�&ﾘ.x+�.�+�,f��

憎報請求 俾兒ｨ*ｩTｹwh,h+X,H*(.�+�,h/�&ﾘ.�+ﾘ*"ﾈｻ8*h,H,ﾘ+X*(,iwhｸ�,ﾈ�8輅Uﾈ麌/�+x.�+�,f2�

感情表出 亢9Zｨ*ｩ|x*(,h*�ｸ*"ﾈ*�.�*(,ﾘﾔH*ｸﾉ�*(/�Uﾈﾋｸ+x.�+�,j��

慣用語 �?ｨ�ﾙ4�,�*�*(+8,(/�:鞐ﾈ.(ﾋ駢H,Y6�*h.�+�,j��

※　形式及び機能の分析については,先行研究を基に,本校の子供たちに応じて一部変更した｡
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資料12　　　　生活スケジュール

生活スケジュールは,大きくは子供の現在の生活の流れを知るために実施するものである｡

これによって,その子供が一日を通してどんな生活をしているか,その中で生活上の課題と家族が

感じているのはどんなことかを知ることができる｡また学校と家庭が,それらについて共通の認識

を持つことができるので,指導が進めやすくなる｡

さらに,これを墓に保護者との話し合い,生活の流れの見通しほどの程度持てているか,個々の

活動で見通せないことがあればその原因はどんなことか,などについて情報を提供し合い,方向性

や目標なども兄い出していくことが可能になる｡

また,自閉児の場合,自由時間の過ごし方が問題になることが多いので,休日や余暇の過ごし方

についてもしっかり把握しておきたい｡

記　　入　　例

00部　　　〇年　　名前0000　　　0月〇日現在　　　　　記入　( ○○ )

活　　　動 現在の状態(援助の程度) 課　　　題

3:00

4:00

5:00

6:00

就寝中

起　床

顔洗い
朝ごほん
歯磨き
着替え

登　校

記入に当たって

･夜中にときどきトイレに行

くことがあり,.親を起こす｡

･朝は言葉掛けすれば自分で

起きてくる｡
･　ごほんを食べてから,登校

までの流れは分かっていて,
言葉掛けだけで自分でする｡
･　歯磨きはときどき親が仕上

げをしている｡

･父親が車で送る｡

･朝ごほんを食べよ

うとしないで時間が
かかることがある｡

･　特定のテレビ局の

天気予報を見てから
でないと登校しない｡

･　バスで通学できる

ようになってほしい｡

○　現在の援助の程度を書く｡

○　手伝い,身辺処理だけでなく,自由時間の

過ごし方や支援の状況も書くようにする｡

○　現盃,困っていることや,将来できる

ようになってほしいことを書く｡

※単に記入して,教師が指導の参考にするのでなく,記入後に保護者と話し合う 

機会を持ち,保護者の願いや家族全体の生活の流れ等も交えて詳しく知ることが 

必要であるoその上で,これからの指導の方針を検討したいと考える○ 
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資料13　　　　　生　活　地　図

生活地図は,子供の現存の空間的な面から生活の過ごし方を知るために実施する｡

これによって,子供が出掛ける場所,かかわる相手,出掛ける手段や頻度等が分かり,地域の中

でのかかわりを知ることができる｡

これを基に,保護者と話し合い, ｢今後どのような場所に行けることがその子供の生活を豊かに

するか｡ ｣ ｢一人で行って用件を済ませるためには何が必要か｡ ｣などを検討することができる｡

また,一定期間を置いて調べれば　その子供の変容を知ることもできる｡

(家庭版)

体育鋸 ��図書室 劔兢ｸﾊ�("�

昼休み � 剋n業前 剴�ﾕｨ鳧ﾎ2�

バトミントン 劔委員会活動 劍ﾉ(ﾔ隰��^ｹ/��

1/過 劔3/過 剴��?｢�

学部教官室 � 仆8�����ｨ�ｩD霆8��

放課後 地図帳を見る 2,3/月 剪� 劔(ｸｷ�-ﾒ���髦,iuh-H+ﾒ�B���

飼育小屋 ��プレイヤード 劔 ��ｩD霆8��

休み時間　　　　　　　　　昼休み　　　　　昼休み

烏を見るため
2/日

ブランコに乗る　B教官と話しを

2/週　　　　　するため

3/過
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資料14　　　　　研究のまとめ

1　｢意思伝達の力｣の基礎となるものについて

､わたしたちは,自閉児の意思伝達上の課題から, ｢見通しを持つ｣ ｢伝え合う相手を意識す

る｣` ｢伝え合う方法を理解する｣という三つの力を｢ 『意思伝達の力』の基礎となるもの｣と

考え,それらを高めることで意思伝達の力も高まっていくと考えた｡

｢見通しを持つ｣ということについては,理解の程度は異なるものの3事例とも,時系列的

な生活の流れや活動内容に見通しが持てないため,情緒が不安定になってしまったり,指示待

ちになってしまったりという事例であった｡しかし,子供に応じて見通しを持たせるような取

り組みをしたことにより,落ち着いて過ごせるようになり,相手からのかかわりを受け入れた

り,相手の言うことを理解したりして目的的に行動する様子も見られるようになってきた｡事

例Iにおいては,家庭と学校においてスケジュール指導を行ったが,自分で活動内容が書かれ

たスケジュールカードを操作して,スムーズに次の活動に移行できるようになった｡また,負

な予定の変更があっても,スケジェ-ルを見ることで活動を予測できるようになり,以前のよ

うに混乱することなく活動に取り組めるようになった｡事例Ⅱにおいでは,家庭において｢手

伝い-バスを見に行く-夕食｣というスケジュールを確立させたことT,時系列的な見通しが

持てるようになり,家庭にいる間中,家族を悩ませていた｢バスの通過時刻へのこだわり｣は

あまり見られなくなってきた｡そのことによって,自分から手伝いに取り組んだり,家族に話

し掛けたりするようになり,これまでの家族のストレスも軽減されてきた｡事例皿においてば

情緒が不安定なために活動が滞りがちな本児に対して,写真カードによって次の活動を知らせ

るという取り組みを行った｡しかし,写真カードを示しでも活動に取り組めないことが多かっ

た｡これは,子供の生活のペースに合っていないということもあるかと思われるが,一つには

子供が写真カードが次の活動を示しているということを理解できなかったからではないかと考

える｡子供に具体物を示すと次の活動に取り組めることもあり,子供の理解に応じた活動の提

示の仕方を考慮していく必要があると思われた｡

｢伝え合う相手を意識する｣ということについては,子供と活動を一緒に行うことを通して

人とかかわる楽しさを味わわせたり,人を意識させたりするような取り組みを行ってきた｡事

例Iにおいてば,休み時間に担任が本児と一緒にバドミントンを行うようにしたが,だんだん

担任を意識してシャトルを返すようになったり,ラリーが続くと笑顔が見られるようになった

りした｡そして,休み時間になると担任の所へ絵カードを持ってきて, ｢バドミントンをした

い｡ ｣と要求するようになってきた｡事例Hにおいては,余暇活動の充実という視点から,休

み時間に友達とカラオケを行う場面を設定した｡集団の中ではぼんやりしていることの多かっ

た子供が,新曲の名前を友達に尋ねたり,先陣を切って｢ぼくが歌う｡ ｣と主張したりするよ

うになってきた｡事例皿においては,まず,身近な人への意識を高めるということで　母親や

担任と一緒に歌遊びをしたり絵本を見たりするようにした｡母親に対しては,自分を受け入れ

てくれる存在としての意識が確立されているが,担任に対してほ,まだ特定の適が以外はかか

わりそのものを楽しめているとは言えないようである｡しかし,困ったときには担任を頼った
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り,好きな歌遊びで担任の動きを模徹したりと,少しずつ担任への意識が芽生えてきつつあ

る｡子操の生活年齢から主にかかわる対象は異なってくるものの, 3事例に共通しているの

は,その子供の興味ミ関心を大切にし,子操が活動自体を楽しめるものを媒介にかかわってい

ったことで,相手を｢楽しい存在｣ ｢安心できる存荏｣と認識するようになり,相手と伝え合

いたいという気持ちを引き出していけたということである｡

｢伝え合う方法を理鰐する｣ということについては, 3事例において,それぞれの子供に応

じた伝達手段を探っていった｡事例Iについては,伝えたい内容を表した絵カードと本児が現

直有している話し言葉をわたしたちが餅せて用いたことで,相手の意図が分かるようになり,

混乱することなくそれに適切にこたえる様子が見られた｡また,これまで子操の中で混乱して

いた話し言葉の意味が整理されるようになり,適切に話し言葉を用いることも増えてきた｡事

例虹においては,メモを店員に提示することで, CDレンタルショップを利用することに取り

組んだ｡しかし,そのような場面においては,希望のCDが貸出中であるなt･,予想外のこと

が多く,臨機応変に対応したり,相手に気持ちを伝えたりすることが苦手な子供にとっては,

戸惑いや混乱もあったようである｡そのような状況もあらかじめ想定した上で,メモやカード

を準臆しておくことが大切であると思われる｡事例皿においてla,要求場面において写真カー

ドと話し言葉で要求を伝えるようにしたが,要求を伝える前に自分で行動に移してしまうこと

が多かった｡子供が必然性を感じるような場の設定を考慮していく必要があった｡ 3事例を通

して,一人一人に応じた伝え合う方法を考えることば,子供が相手の意図を理解しやすくなっ

たり,自分の意図を相手に伝えやすくなったりして,自分の気持ちを満たし,意思伝達の意欲

を高めていくことが分かった｡

以上のように｢ 『意思伝達の力』の基礎となるもの｣を高める指導に取り組んできた結果,

わたしたちは∴子供の相手と伝え合いたいという意欲を高め言可らかの方法を用いて相手と怯

え合おうとする子供の主体的な姿勢を感じることができるようになった｡また,わたしたち教

師や操護者が子供にとっての分かりやすさという観点からかかわり方,伝え方を工夫するよう

になったことで･,子供も自分の気持ちや意図を表現したり,伝えたりすることができるように

なり,子供の気持ちが以前より分かるようになったと感じることができた｡

ところで, ｢ 『意思伝達のカ』の基礎となるもの｣である｢見通しを持つ｣ ｢怯え合う相手

を意識する｣ ｢伝え合う方法を理解する｣という三つの力については,厳密な順序性はないと

思われるが,見通しを持ったことで,情緒が安定し,相手を意識する余裕が出てきたり,思え

合う方法を理解して相手の意図が分かったことで,活動への見通しが持てたりするなど,それ

ぞれが開通し合いながら高まっていくことが分かった｡

2　意思転達の場面や対象を広げることについて

わたしたちは,わたしたち教師と子供という限定された関係だけでなく,子供の将来の生活

を考えると,より多くの場面で多くの相手と伝え合うことが大切であると考え,意思伝達の場

面や対象を広げていくための取り組みを行ってきた｡

事例Iにおいてea,ファーストフード店での注文に取り組んだが,注文に必要な事柄が書か

れたカードを店員に提示することによって,自分で注文して食事を楽しむことができるように
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なった｡カードは保護者と取り組みの様子を話し合いながらメ二千一を絞ったり･注文に必要

な事柄を書き加えたりした｡子供がよりよく伝えることができるように,カードの内容を変更

していくことも必要であった｡事例Hにおいては,子供の余暇活動としてCDレンタルショッ

プや写真屋の利用に取り組み,自分の興味･関心を満たし,生活範囲を大きく広げることがで

きた｡また,放課後や休日にボウリングなどの友達同士の活動も試みてきたが,自分から友達

を誘ったり,活動を計画したりというのは難しく,このような活動については将来においでも

家族や周囲の人の支援が大切になってくると思われる｡事例皿においてば,母親には要求を頻

繁に伝えたり,一緒に絵本を見ることを楽しんだりしているので,その関係を広げ,子供にと

って家族の次に身近な存在であると思われる担任との関係を深めていくことにした｡子供から

の発信を大切にした鋤き掛けを行ったことで,まだ,限定された場面ではあるものの,困った

ときに担任を呼んだり,一緒に遊んでくれるよう要求したりということが増えてきた｡

以上のように,事例に･おいて｢意思伝達の場面や対象を広げる｣指導を行ってきた結果,限

られた相手だけでなくいろいろな場面で相手と伝え合う様子が見られるようになってきた｡ま

た,放課後や休日の活動が充実し,生活範囲を広げることができるようになった｡しかし,一

方で,身近な相手と異なり,日ごろあまり接したことのない相手との意思伝達においてば,自

閉児にとって予測できないことや,理解できないことが生じることも多く,自閉児がうまく対

応できない場面もあったようである｡また,知らない異性に近づいたり,触れたりするような

行動も見られた｡地域においてかかわっていく相手に対しては,子供が戸惑うような場面につ

いて情報を伝えておくなど,理解と協力を求めていぐことも必要だった｡さらに事前に,それ

らに対応できるような手だてを十分行った上で大人と一緒に練習しておくことも必要であっ

た｡

ところで,このような取り組みを通して,保護者から｢これまでは進路のことだけを考えて

いたが,余暇活動を充実させていくことも子供の将来にとって大切であることが分かった｡ ｣

｢今まではできないと決めつけていたが,自分たちの手だて次第でできることも多いというこ

とに気付いた｡ ｣という声が聞かれるようになり,保護者の意識の変容も見られたようであ

る｡
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実践資料1 N.T児の諸検　査　結　果

1 NAUDS～名大式自閉症の発達尺度(平成9年5月実施)

Ll　:言語表現様式

L2　:言語伝達機能と病理現象

Al　:自発性とェネルキー

Å2　:目的的行動と統制

El　:固さと感情の分化

A2　E2 :感情の統制と連続性

Em :感情の理解と関係の連続牲

Ad I :大人への勘きかけと狭さ

A也l Em

Ad　2 :大人への勘きかけに対する反応と狭さ

C　:子供(仲間)との関係

Ey　:視線

PS　:同一陸の保持

St　:常同行動
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2　PEP-R一新改定版｢自閉児･発達障害児教育診断検査｣ .(平成9年5月実施)

【発達尺度プロフィール】

月軸年　鯛　　賊　練舗運動　粗大連動　畠と手の堪虚　言籍覆解

【行動尺度プロフィール】

閻重度　rZm中等度
人とのかかわりと感情
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実践資料2　N.T児のコミュニケーション･サンプル

1家　　　庭　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　記録者(母親)

氏名 泌�[ﾙ��D綛ﾈ��亢�Eﾂ�

所見 ���ｭHｴﾉ�/�,h,�,H.�.x,�+ﾘ�ｲ��2��ﾒ�W2�k��要 求 ����2�ﾞr�ｴ��描 杏 �<r�k��情 報 -提 供 ����ﾈ�����ｸ��感 精 表 出 亅R�w��ﾎ｢�

場面や状況 剴咩ｮ 

①昼餐前に祖父に 剋閧��｢て簡閲章ま で行き｢おじいさん れいぞうこ～｣ ��○ �� �� �� ��

(9母親にいつもしてい 剋閧�oして｢たたい ��○ �� �� �� ��

る醜遊びをしてもらい 凾ﾄ,つねって～(荻遊 

たくて 凾ﾑの歌詞)｣ 

③部園こいる祖父に 刄gイレまで手を引い て行き｢おじいさん ハイ～｣ ��○ �� �� �� ��

④日曜日の朝に母親に 劼城山(公園),行 きたいよ～｣ ��○ �� �� �� ��

⑤夕食時母親に 刹�ﾉなった茶擬を差 し出し｢ご!畝,よ～｣ ��○ �� �� �� ��

⑥登校謁歯みがさを 終えて母親に 劼終わったよ～｣ �� �� ��ｲ� �� ��

⑦学校でロッカー整理 がある金曜日の登投前 母親に 劼ロッカー整理｣ �� �� �� ��ｲ� ��
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氏名 泌�[ﾙ�ﾃ僖綛ﾈ��亢�Eﾂ�

所見 �)?ｨ,�.ﾘ+ﾘ,�,HﾗY��/�竧,�+ﾖ���2��ﾒ�W2�k��要 求 �(ﾒ��2�ﾞr�,r�拒 杏 ����k��情 報 提 供 冤r�_����"�ｸ��感 情 秦 出 亅R�w��ﾎ｢�

場面や状況 剴咩ｮ 

①登校後,教室に入っ てきて担瞳と目が合い 劼おはよう,よ-｣ �� �� �� �� ��ｲ�

②朝のランニングを終 剪S曲こタオルを持つ ��○ �� �� �� ��

えて 凾ﾄきて｢汗をふいてく ださいよ～｣ 

③給食陸自分のごほ んを食べ終わって担錘 に 劼ごほんよ～｣ ��○ �� �� �� ��

④昼休み時間,担圧の 所に来て 劼じてんしや～｣ ��○ �� �� �� ��

⑤授業中,一郎鶉iを押 さえながら担圧に 劼おしっこ～｣ ��○ �� �� �� ��

⑥翻反に更衣後担臣 劼ホックをとめてく ��○ �� �� �� ��

の所に来て 凾ｾさいよー｣ 

⑦ごみ捨ての係溝動を 劼ごみ捨て,終わつ �� �� �� ��ｲ� ��

終えて担圧に 凾ｽよ～｣ 



実践資料3- 1

実践資料3　N. T児の生活スケジュール

休日の生活スケジュール(平成9年5月実施)　　　　　　　　　　　　記録者(母親)

時間 乖�:��現窪の状態(援助の程度) 俑�ﾎ8,ﾈｯ9eﾒ�

0:00 I:00 2:00 3:00 4:00 5:00 6:00 7:00 亢顯�ﾉ�Il｢ﾈ6X�ｸ7X8ｸ-8*ｲ�母親が言葉掛けをする○ 啝(*運ｨ+8/�ﾈ6X�ｸ7X8ｸ/�-8*ｸ-ﾈ+X+ﾒ��

8:00 �*��な�(-ﾘ*ｨ+2ﾉ(Y�h*b�ｧxﾕｨ,ﾈ���7h8ｨ986x/�+x.薬�(ｹ����96H,��h鍈�┿�Y?ｩvｨｧxｸ鋳�｢テーブルをふきました○ 

9:00 凾｢いですかo｣.と言う. �*(*(,X+x*愈8,hﾋ�.ﾘ+�+ﾘ**��

lO:00 ll:00 12:00 I:00 剞e子で取り組む○ 歩く方向が分かっていて, 唸自�ﾈ,X竧.��x-�.�.h*H,��,�,�,H-�+X*(�｢�X自�ﾈ,X,x/�,x/��h,俎8*��

2:00 刳亦竄ﾜでさっさと歩く｡ �,�*(.h*H,�+X+ﾘ*&��

3:00 刳w生ボランティアと遊ぶ○ 仕上げは母親がする○ 唸ｧy�h.)dX,ﾈ��ｹ�,h*�*�.ﾒ�

4:00 倡96H,��h鍈��,(,H-�+X*&��

5:00 6:00 7:00 8:00 9:00 都rﾘ*�7H�ｸ6�5�,X7ﾈ6X6x/�H8,�,I��-x.���uｹ��?ﾉx��(Y�h*b�餾h�*ｲ�唸7ﾈ6X6x*ｨ齷Zｨ,YH8*h.�.b�*H,�,�,�,H-�+X*(�｢�Y��WH*ｸ*ｨ敢*(,ﾈ,Y��*ﾙ���

lO:00 做����言葉掛けがなくても覆る前の- 

ll:00 12:00 劍Aの活動を行うことができるo �,H-�+X*(�ｲ�
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実践資料4- 1

実践資料4　N.T児の生　活　地　図

家庭(平成9年5月実施)
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実践資料5- 1

実践資料5　K. Y児の諸検査実施結果

NAUD S～名大式自閉児発達尺度(平成8年8月実施)

Ll　:言語表現様式

L2　:言語伝達機能と病理現象

Al　:自発性とェネルキー

A2　:目的的行動と統制

El　:固さと感情の分化

A2　E2　:感情の統制と連続性

Em :感情の理解と関係の連続陸

Ad I :大人への鋤きかけと狭さ

Ad　2 :大人への鋤きかけに対する反応と狭さ

C　:子瑛(相聞)との関係

Ey　:視線

Ps　:同一性の保持

St　:常同行動
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実践資料6- 1

実践資料6　K.Y児のコミュニケーション･サンプル

1　学　　　校

記録者(担任)

氏名 抜蝌ｺs吋���ﾈ繦?｢�亢�Eﾂ�

所見 �,h*ｸ,x*ｲﾉ%9D8,刎(+Xｧﾈ*�,H*ﾘ.�*｢ﾈ*�-ﾈ.逢��佶ｲ�要 求 �6��拒 杏 �<r�k��構 ����感 亅R�

しそうではなく,つぶやくような話し方だった○ 剞} 不 明 剏� 咲 起 劔_��.r�ｹ��戟 請 求 儼�������用 請 

場面や状況 剏ｾ動 

①教室の後にある教育実習 生のネームプレートを見て 劼6人来るね-｡｣ �� �� ��ｲ� �� ��

②小雨が降っていたので_ 朝の運動は体育館であるこ とを予想して 劼きようは体育館?｣ �� �� �� ��ｲ� ��

③提出しようとした連絡帳 の綴じひもが,ほどけてい たので,担任に結んでもら おうと持ってきて 劼ほら一,とれた一〇｣ ��○ �� �� �� ��

④教室から見える路線バス 劼附属養護学校のところ �� �� ��� �� ��

を見ながら 凾ﾉもバスが通るね｡｣ 

⑤教育実習生とのお別れ会 劼10月17日のお別れ会は ��○ �� �� �� ��

が長 ��*(+ﾘ.rﾈ岑ﾕｨ鳧ｭH*｢�遅くなることもあるん 

遅くなるのではと,不安に なり 凾ﾅしょう○｣ 

⑥机に座って,何か考えて 劼きよう,読む時,8月 ��ｲ� �� �� �� ��

いる様子で,突然教師に話 しかける○ �25日だね-｡｣ 



実践資料6 -2

記録者(母親)

2　家　　　庭

氏名 抜ﾕ兌ﾙ�ﾃ吋繆ﾈ��i?｢�亢�Eﾂ�

所見 �ｩ?ｨ/�,ｨ+X,BﾉgｹU�*�.yJﾘ+�.x.ｨ+ﾘﾋ駢H,ﾉ(h,R��2�要 求 �(ﾒ�拒 杏 ����k��情 ����感 亅R�

よく言うようなことを記録した○ 剞} 不 明 剪` 咲 起 劍ﾈ��.r�欒�戟 三宝 百日 求 冤r�Uﾂ���用 語 

場面や状況 剏ｾ動 

①そばに来た妹を見て母親 劼Hちゃん(蛛)をたたい �� ��ｲ� �� �� ��

に｢だめよ｣という答を期 待して 凾ﾄいい?｣ 

②泣いている妹に対してイ 剴ｪをたたく �� ��○ �� �� ��

ライラし,泣きやんでほし くてo �(行動として) 

③テレビを見ている父親に 劼お父さん,スプライト �� �� ��○ �� ��

(いつもの習慣として) 凾��ﾞ?｣ 

④食事の準備をしている母 劼お母さん,10月19 �� ��ｲ� �� �� ��

親に対して｢タメ｣という 剴冾ﾍ学童保育にいっても 

答を期待して 凾｢い?｣ 

⑤テレビを見ながら食事を 劼Tちゃん(弟),1チヤ ��C) �� �� �� ��

している弟に対して 刄塔lルにしてください.I (好きなcMを見たくて) 

⑥食事の準備中,彊話がか 劼都合により遅れること ��○ �� �� �� ��

かつてきたため,支度の手 凾烽｠りますo｣(と言い 

を止めた母親に対し,早く 電話を切ってほしい○ 刹モｫわめく) 

⑦(母親に)以前入所中に押 劼A学園に行ったら,罪 �� ��ｲ� �� �� ��

して怒られたことを思い出 して,わざと｢ダメ｣と言わ れたくて 剌垬ソレを押していい?｣ 

⑧｢庭に捨てられていた｣ 劼お母さん,トム(猫)は �� ��ｲ� �� �� ��

という答を知っていてわざ と何度もたずねる｡ 凾ﾇこで買つたの?｣ 

-　77　-



実践資料7- 1

実践資料7　K.Y児の生活スケジュール

1　平日のスケジュール(平成8年9月実施)　　　　　　　　　　　　　記録者(母親)

時間 乖�:��現在の状態(援助の程度) �ｹ���

0:00 1:00 2;00 3:00 4:00 5:00 6:00 7:00 8:00 9:00 10:00 ll:00 12:00 1:00 2:00 3:00 4:00 5:00 6:00 7:00 8:00 9:00 10;00 田｣�Y�hﾖ8���Xｮy�H*"�Y*�+(-�/��X餾h�*ｲ�Y(Y�h*b�c｣S�6�｢�ｧxﾕ｢�C｣#�ﾘ岑ﾕ｢�･ほぼ自立している｡ ･水曜は,14:30に下校後,バ スに乗って学童保育-〇 ･ほぼ毎日するo習慣なので, 俾兒ｨ,ﾈ笹Y�,ﾂ��騫ﾘ*ｨ,X*ｸ.�.b�*H,�,�,�,H-�+R�**��ｧxﾕｩ�hｨ�,ﾉvﾂ�

･着替え 剋qを,自分から 

･洗濯物を取り入れて畳む｡ ･風呂を掃除しお湯を入れる○ 剞iんで話せるよ 

自分で始めるo �*H,�,�,�,H-�+R�
･ときどさする �*&��6�5�*ｩx�,�*"�,h齪�,Y�X*ｸ,���ｨ/��+z��^ｩ�X,�6I�(*｢�

･漢字を書く｡ 唸-�-ｩh�?ｨ+x.���

･自由時間(自室で) 唸6�5�/�ﾊ�,H*(.�+�,h*ｩ�ﾘ*(�ｲ�

･庭の水まき 唸+ﾘ-ﾈ,�+x.��ｲ�

(料理の手伝い) 風呂 夕食 自由時間(自室) 唸齷Zｨ*�.y�H�,�.(,�,H*ｸ,Bﾂ�^ｩ�X,俾兒ｨ,ﾈﾔH*ｸ,�+�,h/��"�+X,�*ｨ.rﾈ晴+X詹6�*F��

･自立している〇 ･｢どーんと〇〇〇｣はビデオ 凅�.�,bﾉuｹ��*｢�'�.ｨ.�,ﾈ,Xﾉ�*｢�.���uｹ��,ﾈ鳧ｭH,��6�5�/�ﾊ�,�ﾙ7��

･火曜はテレビ番組の｢ピーん 凾燉ｧつ○ 妹が泣いても 

と〇〇〇｣を見るo他の日は �,倅(,�,H*�*ｲﾈﾎ9?ｨﾊ�.鑓5｢�

蔀屋で攫ていることが多い○ �686x,ﾘ齷Zｨ,X+x.���
･テレビゲームで遊ぶo 唸,h*ｸ,x+8+x.���ぐっとこらえて 

･牛乳パックでバスを作るo 唸,h*ｸ,x+8+x.���たたかないでほ しい○ 

日記 9:20頃親疎蔓 唸ｧxﾕｨ.(彿.ｹ�hｨ�,ﾈ�x磯h,ﾈ����+�*ｨ齷Zｨ,X��*�.��ｲ�
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2　休日の生活スケジュール(平成9年6月実施)

実践資料7 - 2

記録者(母親)

時間 乖�:��現在の状態(援助) 俑�ﾎ8,ﾈｯ9eﾒ盈ｩUr��

0:00 1:00 2:00 3:00 4:00 5:00 6:00 7:00 8:00 9:00 10:00 ll:00 12:00 I:00 2:00 3:00 4:00 5:00 6:00 7:00 8:00 9:00 10:00 ll:00 涛｣��T靂胤��･8;00ごろ支度をしてバ スの駐車場に写真を撮 りに出掛けることもあ ��(,ﾉ>�vX*ｨ.�,(,b�

･顔洗い ･朝ごほん �.��ｨ自�ﾈ,Xﾗ8*ﾘ�ｲ�

･歯磨き ･蕃替え 自由時間 唸ﾈ闔ｨ��,ﾙ?ｩvｨｧxｸ�,俎2�,�,Bﾉ��.�,ﾘ自�ﾈ,X6��5�,Y�ﾈ,�,H*ﾘ.�+�,h.��

･バスの駐車場に散歩 ･工作 ･テレビゲーム 昼食 自由時間 買い物 �*�.���X-�-ｨ*(,(.�^｢ﾉhX,bﾒ�広がってほしいo 掛かってきた竃話に 簡単でいいから応対で きるようになってほし い○ 

･好きな菓子,文具を買う〇 ･荷物を持つo 自由時間 ･自室でゆっくりする〇 ･料理の手雇い 儼�,俎8*ﾖ��簡単な料理ができる ようになってほしい○ 殊に八つ当たりしな いでほしいo 集めている歌謡曲を 

･洗濯物を取り入れてたたむe 剳秤ｮで聞くような習慣 
･風呂を掃除して,お湯を入れ るo 入浴 夕食 日記 漢字を書くo 父親に日記を読むo 就擾 凾ｪできるといいが-e アイロン掛けが,で きるようになってほし い○ 
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実践資料8 - 1

実践資料8　K.Y児の生　活　地　図

第Ⅱ期　　　　　　　(平成9年6月実施)

′ 1 �4H8ﾈ985�8ｲ�5h8x6(7b�･車かバスで(母と) 

･CDを借りる 

`2/月I学校I 

バス乗り換え (一人で) 学童保育 i/過 
･バス乗り換え(一人で) 

IIIIIIIIEEI 勍登下校H幼稚園 

.臆漢国軍葵 勍6/過.バスで(一人で) 
T福 �ｨ�8ｭ定+�*ﾈ.愛x/��

N学級 做ｸ*H+ﾘ-��
i自宅.1/月 

路はバスで 冓バスの輔l 路は自家用車,メ ー青を受けるため /月 

l′帽屋 ･徒歩3分(一 ･写真の現像の 劒Y6ｹ^��YZ｢�ｩ�ﾂ��
･写真をとる 

人で) ため �5��ｸ7��ｲ�俛�揄?�ﾖ�"���

･ 2/月　　　　　　　　　　　･徒歩8分(母,妹と)　･自家用車(父と)

･買い物　　　　　　　　　･弟を迎えに

･2/週　　　　　　　　　･2/月
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実践資料9- 1

実践資料9　Å.N児の諸検査結　果

NAUDS～名大式自閉児の発達尺度(平成8年10月実施)

Adl Em

Ll　:言語表現様式

L2　:言語伝達機能と病理現象

Al　:自発陸とエネルギー

A2　:目的行動と統制

El　:固さと感情の分化

A2　E2　:感情の統制と連続性

Em :感情の理解と関係の連続性

Ad I :大入への励きかけと狭さ

Ad　2 :大人への勘きかけに対する反応と狭さ

C　:子ども(仲間)との関係

Ey　:視線

PS　:同一性の保持

St　:常同行動
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実践資料10- 1

実践資料10　A.N児のコミュニケーション･サンプル

1　家　　　庭　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　記録者(母親)

氏名 辻ﾒﾖﾉ[ﾙ�ﾃ吋緝ﾈ繦?ｨ����?｢�亢�Eﾂ�

所見 乂yK8.h.�.�齷Zｨ,ﾈｴ8鰄+�whｸ��/�6�*h.��ｩlｨ*ｩ�ﾒ��2�要 求 俟��症 杏 ����k��情 ����感 亅R�

いことが分かる○ 剞} 不 明 刪ﾓ 輿 起 劔_��.r�ｹ��報 請 求 �������V��.用 語 

場面や状況 剏ｾ動 

①テレビ番組｢英語で遊ば 刄潟ｃRンを探して母親の所 ��○ �� �� �� ��

う｣になると見たくない横 凾ﾜで持ってきてチャンネルを 

子で 剳ﾏえさせる○ 

②取ってほしいものがある 剳齔eに向かって手招きしな ��○ �� �� �� ��

ときなどに 凾ｪら｢おんで(おいで)｣と 一こ二､一 青フO 

③電子レンジが嫌いなので 劼やめて!やめて!｣と抗 �� ��○ �� �� ��

使おうとするとo 刹cするe 

④ノートと鉛筆があると, 剋�窿yンを持って行き,怪 ��○ ○ �� �� �� ��

母親に人形の絵をかかせる 剞eの手をペンの所に持って行 

が(一人のときは自分でか 凾ｭo 

く),○をかいて顔からか 劼手,手｣と言ってかくよ 

き飴めるところを途中で順 番を変え,手をとぱすとo 凾､に催促するe 

⑤祖父母宅-出掛けてい 剏ｺ関で待つ:それでも駄目 ��○ �� �� �� ��

て,早く自宅に帰りたいと 凾ﾈら荷物(母親のバッグなど) 

きo 凾�揩ﾁて母親のスカートを引 っ張る｡ 

⑥おもちゃのままごとセツ 剋閧�№墲ｹさせ,(言って ��○ �� �� �� ��

ト(じゃがいもやプリンと 凾ﾆ)母親の唇を触るo(措き 

帆)を持ってきて,母親に 対してo 凾ｷ) 

⑦｢いただきます｣のあい さつを催促するので,母親 がしてはみるものの,本人 が考えているものと違うと○ 刮ｽ度も母親にさせるo ��○ �� �� �� ��

⑧母親を誘って洗面所に行 って○(一緒に手を洗いたい とき?,手を洗ってほしいと き?) 劼手｣と一言言う○ ��○ 亦� �� �� ��
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実践資料10-2

2　学　　校　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　記録者(担任)

氏名 辻ﾒﾒ�[ﾙ�ﾃ吋緝ﾈ繦?ｨ��#Y?｢�亢�Eﾂ�

所見 俾兒ｨ,ﾈｴ8鰄+�/�6�*h.h*H,h+x.�,ﾈ,ﾒﾉwhｸ��ｩlｨ,侘���2�要 求 �(ﾒ�拒 杏 ����k��悼 ����感 兒��

定されていることが分かるo 剞} 不 明 剏� 輿 逮 劍ﾈ��.r�ｹ��戟 請 求 ����ｶ����用 語 

場面や状況 剴咩ｮ 

①排せつ後,ブルマースが 刹ｳ師に体を寄せて,ブルマ ��○ �� �� �� ��

内側にめくれていて気持ち が悪いにもかかわらず,自 分ではどうすることもでき ないときに｡ �-スを指さすo 

②髪を籍んでほしいときに 刹ｳ師のひざの上に後ろ向き ��○ �� �� �� ��

髪止め(ゴム)を手にして 凾ﾉ座ってくるo 

③チューブブランコの近く に教師がいて,乗せて押し てもらいたいときにo 凾ｻでを引っ張る○ ��○ �� �� �� ��

④チューブプランコがひも 凾ﾐもの所に教師の手を持つ ��○ �� �� �� ��

で固定されていて遊べない ときに,あるいは自分でほ どこうとしてもほどけない ときに(近くにいる教師と 目が合えば) 凾ﾄいくo(クレーン行動で) 
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実践資料11 A. N児の生活スケジュール

1平日の生活スケジュール(平成8年7月実施)　　　　　　　　　　記録者(母親)

時刻 乖�:��現在の状態(援助) 俑�ﾎ8,ﾈｯ9eﾒ盈ｩUr��

0:00 i:00 2:00 3:00 4:00 5:00 6:00 7:00 8:00 9:00 10:00 ll:00 12:00 13:00 14:00 15:00 亢顯�ﾉ�Il｢ﾉ*����月に1回ぐらい夜中に起きるこ とがある○ 起きてから布団の上で遊んでい �*�,ﾈ迚7�/�鳧ｭI>�,俾兒ｨ,X,X*ｸ.��

着替え �.�+�,h*ｩ�ﾘ*ﾒﾈ鳧ｭH,�.H,h.�*ｨ,��ようになってほしいo 教師と目が合ったら自分からあい 
くなるo 

登校 寿替え 估ｨ.云H+Xﾋ駢Hｧﾈ*�+x.�,h*�*(+2�
つをするo �*ｸ,(/�+X,H-�+X*(�ｲ�

脱いだ衣服は床に置いたままだ �$X*(+闕��,ﾘｯx,�'X*ｲﾈ.H,�*ﾘ.��
つたり,畳み方が雑だったりと, �)ｩDｨ,��H/�,X-�+X*(�ｲ�ｻ8踪,ﾉ:鞐ﾈ/�ﾊ�,�*ｨ.xｼ�,俘x.ﾘ+��

朝の会 〔授業〕 佩8跌ih*ｩW8�Zｨ,X*�.薬�ﾌIkﾈ,兢H馼/�+X,I9ｨ*h+ﾘ.にtb�
達と一緒に活動したりするが,自 �,I�ﾈ/�:�*�+X+ﾘ.なｻ8踪.)ti$(*�.r�
発的な活動や友達-のかかわりが �,ﾉ:ﾘ*ｸｧﾈ*�,���+X,H齷Zｨ*�.x5�4ﾈ92�
ほとんどないo �5h6(7h,��+h+ﾘ.�+X,H-�+X**��

課題の意味が分からずにどうし 仆8蹣�H,ﾙ6�*i_ｸ,ﾈﾔ姥h/�+x.�*｢ﾂ�
たらいいのか戸惑うことがときど 冏ｹ�ﾈ齷�x.�輾麒yﾘ��,ﾉ|ﾘ/�晴+X,X.��

給食 歯磨き �*ｸ*�.薬�高めてほしいo 隼乳など好き嫌いがあるが,頑 佰�ﾍﾘ,���-x+ﾘ.に�旭ﾘ/�鰄,�,I���
譲って少しずつ自分から食べる○ �-x+ﾘ.�,X*ｸ.�.h*H,�,�,�,H-�+X*&��
口は水ですすぐものの,歯磨き 俾兒ｨ,�.�,�+Rﾈｻ8踪,俶H�8+�/�+R�
をせずに遊びに行くことが多い0 -人遊びが多い｡また,連絡帳 �,H.�.x,�,H*�.yuh-�,俎8*ﾘ.h*H,�+R�

昼休み(着替え) 凾ﾄほしいo 戸外で元気よく遊んでほしいoま 
を早くもらいたくて教室で待って �+ﾒﾈｻ8踪.)ti$(,h,ﾈ*�*�.ﾘ.�/�晴+R�

下校 �*(.�+�,h*ｨ*�.薬�齷Zｨ,X,X*ｸ.���でも持ってほしいo 

帰宅,着替え,お 刄Rップを洗ったり,髪を凝ったり 
やつ ��I�8ｴ�.)�Ilｨ�ﾉ�H�,�,y�X,ﾂ�

内遊び �*�.��ｨ�,Yuh/�,X*(.薬�ど,水はねなどもあるが上手になれ ばいいのでは,と思っているo 遊びに出掛けることを教えてもら 

16:00 僣8*)Z��学習の場として取り組み中｡ 

17:00 丶�h-��uｹ���6X8ﾈ7"ﾉ?ﾉx��齷u)uh-�������気ままに出掛けてしまう○ 

18:00 19:00 20:00 21:00 22:00 23:00 剔ｼ人の敷地に入ることがあるo �*(+ﾘ*(�ｲ�

食事中の姿勢がよくないe 絵本,積み木,ブロック,ひも などで遊ぶ○ �7)(iz9vh+X,�*&�-ﾈ+ﾒﾈ,ﾘ+X,ﾈ環�.雲ｸ/�ｦ�*h,H-�+X**��]�WH*�/�ﾔ姥h+X+ﾘ*&��
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2　休日の生活スケジュール(平成8年7月実施)　　　　　　　　　　記録者(母親)

時刻 乖�:��現在の状態(援助) 俑�ﾎ8,ﾈｯ9eﾒ盈ｩUr��

0:00 I:00 2:00 3:00 4:00 5:00 6:00 7:00 8:00 9:00 10:00 ll:00 12:00 13:00 14:00 15:00 16:00 -17:00 18:00 19:00 20:00 21:00 22:00 23:00 白�ｴ顯���Il｢�*������第2土曜鴨池プール �h,�*(.�,h*ｸ,ﾈ鳧ｭH/��ｹuh-�ﾈｸ��

自由遊び ��c)7况ｩ�9X9^ｩ���齷u)uh-�,ﾘ自�ﾉuh-�*ｩ�ﾘ*&���-�.�.(7X8ﾘ6(4�,�,r���c�ﾃ97况｢�-ルけり,お手伝いなど,一緒に遊 
又は 外出 昼食 I 凾ﾗるものにしたい○ 出掛け先を考えると決まったもの 

外出 �*�.�+�.��ﾘ��ｭ��
又は ��c"ﾃI?ｩv｢�が多く,新しい場所,感動する場面 

自由遊び 帰宅,外遊び 夕食 テレビ おふろ,歯磨き 自由遊び 就寝 �7ｸ8�986X4(4���Xｧy�b�,iuh-B�がないので,休日のイベント?を考 
第1せき3日曜 親戚宅-出掛けることがあるo �*h,H-ﾘ+ﾘ*&��
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実践資料12　Å.N児の生　活　地　図

1　学校(平成8年7月実施)

2　家庭(平成8年7月実施)

K大学体育館車 儿9_ｲ� 竸ｩ_ｲ�倆B運ｩ�X,b��

祖父母宅 剔c父母宅 凾｢とこ宅2/月 1/月 

K公民館 ����病院 学校 

車(母親と) I/月 

ゆうあい館 おもちゃ図書館 ��

自宅車(母親と) 5-6/過 近所のス-天工 車(母親と) 買い物1/ 園li自宅周辺の道路iじ三三窯] ど)三輪車での散歩水たまりを作る 

車(母親と) 2/月 ��

市立Kプール ��

車(母親と) 水泳教室1/月 l県立K公園i ��

近所の公 

車(母親 
車　(母親と)　　　　ブランコ,滑り　　犬や猫と遊ぶ　　　　　1-4/日

アスレチック　　　　　　台　縄ばしご　　　1-4/冒

プール1/月　　　　　2/月

※　母親の感想
生活地図をかいてみると, Nが一人で行ける所が庭と道路だけなのにびっくりしました｡
ほとんどが車に乗せられて連れて行く場所でした｡
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